
 

 

こもれび Times ７月号 【認知症検査】 

認知症検査には主に二種類の検査方法があります。 

★MMSE→アメリカで開発されたため、世界でも広

く使われています。 時間と場所の見当識、計算な

ど 11の評価項目で構成されていて、回答方法が口

頭以外に文章記述や図形描写などもあります。 

★長谷川式→単なる物忘れなのか認知症の兆しな

のか、記憶を中心とした認知機能障害の有無を調べ

ます。 認知症であっても、初期段階では記憶障害

が現れにくいレビー小体型認知症や前頭側頭型認

知症では高得点が出るケースもあり、テスト当日の

体調や精神状態で点数が低く出る可能性もありま

す。 実際は、教育歴や職歴、生活歴、精神疾患や服

薬状況などの背景情報、脳画像検査も診断材料とな

り、総合評価により診断が決まります。

認知症かな？と思ったら 

認知症は早期発見し、症状の軽い早い段階から介護

や治療を行うことにより、その後の進行を遅らせた

り、行動や精神面の問題を防ぐことができます。 

「最近物忘れが多いかも」など、ちょっとした異変で

も気になったら、早急に医療機関を受診するように

しましょう。 

介護について悩んだときには、地域包括センターに

相談してみてください。 

関係機関とも連携しながら、適切な保健福祉サービ

スや制度の利用につながるよう様々な支援を行っ

ています。他にも電話相談ができる機関や、認知症

疾患医療センター、物忘れ外来などもありますの

で、一人で悩まずに、一度ご相談ください。 
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